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入札監理小委員会における審議結果報告 

「実験動物飼育管理業務」 

 

 

１．事業の概要 

（１）事業の概要 

  ○ 事業概要 

    本業務は、国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究センター（以

下「センター」という。）の研究活動に必須である実験動物飼育施設にお

ける実験動物施設管理業務、給餌、排泄物の処理等の実験動物飼育及び動

物の健康管理業務、動物実験補助作業、飼育器材等の洗浄管理業務等を実

施するものである。 

  ○ 実施施設 

    国立研究開発法人理化学研究所生命医科学研究センター内 

   （神奈川県横浜市鶴見区末広町１－７－２２） 

     北研究棟 ７階、北研究棟 １階、南研究棟 

  ○ 事業期間 

    令和２年４月１日から令和４年３月 31 日までの２年間 

  ○ 事業の目的 

    センターは、ゲノムを解析して機能・疾患を理解するゲノム機能医科学

研究、ヒト免疫系による恒常性維持・破綻のプロセスを解明するヒト免疫

医科学研究、ヒトの環境応答についてデータ収集・計測・モデリングを行

う疾患システムズ医科学研究、さらにこれらを融合したヒト免疫システ

ムの解明から個別化がん治療等への応用を目指す免疫基盤研究を実施し

ている。本事業は、各研究に必要とされる実験動物につき飼育管理等を実

施し適切に管理することを目的とする。 

 

（２）選定の経緯 

   本事業は、一般競争入札（最低価格落札方式）で実施してきたところ、１

者応札が継続しており競争性に課題が認められたため、公共サービス改革

基本方針（令和元年７月９日閣議決定）別表において、新規事業として選定

された。 

   

２．市場化テストの実施に際して行った取組について 

 ○ 従前の実施状況の開示 

   新規参入者が業務規模等を予測することにより参入を促進するため、従

前の飼育概要（飼育室部屋数、ラック台数等）【資料Ａ－２（４頁、５頁）】、

飼育ゲージ数の開示【同資料（６頁）】、各業務の業務頻度【同資料（９～11
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頁）】及び経費、人員等【同資料別紙３（40、41 頁）】の従前の実施状況に

ついて詳細に開示を実施した。 

 ○ 確保されるべきサービスの質の明示 

   本事業のサービスの質を維持するため、確保されるべきサービスの質を

実施要項案に明記した【資料Ａ－２（12 頁）】。 

 ○ 入札参加グループでの参加を可能にした【資料Ａ－２第４項（６）（18 頁）】。 

 ○ 公告期間の延長及び入札説明会の実施【資料Ａ－２第５項（18 頁）】。 

   【公告期間】25 営業日（市場化テスト前）⇒27 営業日（予定） 

 ○ 落札者の決定方法 

   市場化テスト前は、最低価格落札方式としていたが、総合評価落札方式と

した【資料Ａ－２別紙１（29.30 頁）】。 

 

３．実施要項案の審議結果について 

【ご指摘】 【対応】  

 具体的な作業内容について、

動物実験（中央支援業務）補助

作業との記載があるが、同部分

に記載の作業は、受託者が記載

の作業を補助するという趣旨

か、受託者自身が作業するとい

う趣旨か。 

 受託者が記載の作業を実施する

という趣旨です。 

 ご指摘を受け、同趣旨が明確と

なるよう、タイトルの「動物実験

（中央支援業務）補助作業」を「動

物実験作業」に修正するとともに、

「※以下の作業を、事業者が原則

として単独で実施する。ただし、

事業者はこれらの作業を主体的に

行うのではなく、研究所の研究者

等が計画した手順どおりに行う。」

との記載を追加しいたしました。 

また、業務内容を明確化するた

め、動物実験（中央支援業務）補助

作業に記載の業務のうち、「（１４）

無菌検査、及びビニールアイソレ

ータ内での実験補助」を「実験操

作」に修正しました。 

７頁 

43 頁 

 確保されるべきサービスの

質について、「ａ感染動物（特に

非ＳＰＦ）の取り扱いの際はマ

ニュアルに沿った対応をする

こと」との記載があるが、「感染

動物」は、ヒトへの感染の可能

性があるものを取り扱うかを

明らかにするように。 

 「感染動物」については、ヒトへ

の感染可能性がある動物を取り扱

うことはございません。 

 ご指摘を受け、「ただし、ヒトへ

の感染の恐れがある感染動物の取

扱は本業務には含まれない」と追

記いたしました。 

12 頁 

 評価項目のうち類似実績に

係る評価について、「非常に類

似」「類似」「やや類似」「類似し

 ご指摘を受け、評価の要素が明

らかとなるよう「動物種、規模（動

物数、人員等）、作業内容、施設の

29 頁 
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ていない」とは、どのように評

価するのか。共同事業体の場合

に、規模の小さな業務について

どのように評価するのか。 

特徴（機器等）等で評価をする。」

と追記しました。 

実績については提出される別紙

2 様式 2-3（資料 A-2P.34)の内容

で、 

「非常に」：動物種、規模（動物数、

人員ともに）、作業内容、施設の特

徴（機器等）の 4 項目いずれも本

契約と同等 

「類似」：動物種が同じでそれ以外

の項目のうち 2項目以上が同等 

「やや類似」：動物種が同じでそれ

以外の項目のうち 1項目が同等 

「類似していない」：動物種が異な

る 

と判断する予定ですが、こちらで

想定していない内容で提出される

可能性もありますので、その場合、

臨機応変に加点も可能なように実

施要項案への明記はしない予定で

す。ただし、説明会時には想定と

した上で説明をいたします。 

 確保されるべきサービスの

質で「マニュアルに沿った対

応」との記載があるが、事前に

閲覧・配布を実施する予定があ

るか。また、マニュアルのペー

ジ数はどの程度か。 

 マニュアルのページ数は 30 頁

程度です。 

 マニュアルの閲覧は、説明会時

及び入札公告後、入札書提出期限

まで希望があれば閲覧可能です

（19 頁）。 

 配布については、理研独自のノ

ウハウの流出の防止、所内の安全

管理上の理由から実施いたしませ

ん。 

12 頁 

 

４．パブリック・コメントへの対応 

  令和元年９月 24 日から同年 10 月９日までパブリック・コメントを実施し

た結果、意見の提出はなかった。 

以上 


